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(57)【要約】
【課題】発話者間の理解が不一致のまま会話が進められ
ることを回避するコミュニケーション支援装置を提供す
る。
【解決手段】第１発話から重要語句を抽出する抽出条件
と、第１発話から抽出した重要語句を第１発話に対応し
て発話された第２発話に関連付けて出力する関連付け方
法とを対応づけて記憶する重要語句規則記憶部１１１と
、第１発話および第２発話の入力を受付ける入力受付部
１０１と、記憶された抽出条件に基づいて、受付けた第
１発話から重要語句を抽出する重要語句抽出部１０２と
、抽出する際に用いた抽出条件に対応づけられた関連付
け方法に基づいて、抽出した重要語句を、第２発話に関
連付けて出力する重要語句付加部１０３と、重要語句が
関連付けられた第２発話を、第２の言語で翻訳する翻訳
部１０４と、重要語句が関連付けられた第２発話を出力
する出力制御部１０６とを備えた。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の言語間の翻訳を行うことによりコミュニケーションを支援するコミュニケーショ
ン支援装置において、
　発話から重要語句を抽出する際の抽出条件と、抽出した重要語句を、重要語句を抽出し
た発話より後に発話された発話に関連付けて出力する際の関連付け方法とを対応づけて記
憶する規則記憶手段と、
　発話の入力を受付ける入力受付手段と、
　前記規則記憶手段に記憶された前記抽出条件に基づいて、前記入力受付手段が受付けた
第１の言語により発話された第１発話から重要語句を抽出する抽出手段と、
　前記入力受付手段が受付けた前記第１発話を、第１の言語から第２の言語に翻訳する翻
訳手段と、
　前記翻訳手段が翻訳した前記第１発話を出力する出力手段と、
　前記抽出手段が重要語句を抽出する際に用いた前記抽出条件に対応づけられた前記関連
付け方法に基づいて、前記抽出手段が抽出した重要語句を、前記出力手段により出力され
た前記第１発話の直後に発話され、前記入力受付手段が受付けた第２の言語による第２発
話に関連付ける関連付け手段と、を備え、
　前記翻訳手段は、さらに前記関連付け手段により重要語句が関連付けられた前記第２発
話を、第２の言語から第１の言語に翻訳し、
　前記出力手段は、さらに前記第２発話に関連づけられた重要語句と、前記翻訳手段が翻
訳した前記第２発話とを出力することを特徴とするコミュニケーション支援装置。
【請求項２】
　前記規則記憶手段は、予め定められた検索対象語句を重要語句として発話から抽出する
際の前記抽出条件と、抽出した重要語句を予め定められた位置に埋め込んだ語句を、重要
語句を抽出した発話より後に発話された発話に関連付けて出力する際の前記関連付け方法
とを対応づけて記憶し、
　前記抽出手段は、前記規則記憶手段に記憶された前記抽出条件に基づいて、前記検索対
象語句と同一または類似の語句を前記入力受付手段が受付けた前記第１発話から重要語句
として抽出し、
　前記関連付け手段は、前記抽出手段が重要語句を抽出する際に用いた前記抽出条件に対
応づけられた前記関連付け方法に基づいて、前記抽出手段が抽出した重要語句を予め定め
られた位置に埋め込んだ語句を前記第２発話に関連付けることを特徴とする請求項１に記
載のコミュニケーション支援装置。
【請求項３】
　前記規則記憶手段は、予め定められた発話の用例に含まれる予め定められた重要語句で
ある重要語句用例に対応する語句を重要語句として発話から抽出する際の前記抽出条件と
、抽出した重要語句を予め定められた位置に埋め込んだ語句を、重要語句を抽出した発話
より後に発話された発話に関連付けて出力する際の前記関連付け方法とを対応づけて記憶
し、
　前記抽出手段は、前記規則記憶手段に記憶された前記抽出条件に基づいて、前記入力受
付手段が受付けた前記第１発話と同一または類似の前記用例を前記規則記憶手段から検索
し、検索した前記用例に含まれる前記重要語句用例に対応する語句を前記入力受付手段が
受付けた前記第１の発話に含まれる語句の中から重要語句として抽出し、
　前記関連付け手段は、前記抽出手段が重要語句を抽出する際に用いた前記抽出条件に対
応づけられた前記関連付け方法に基づいて、前記抽出手段が抽出した重要語句を予め定め
られた位置に埋め込んだ語句を前記第２発話に関連付けることを特徴とする請求項１に記
載のコミュニケーション支援装置。
【請求項４】
　前記第１発話および前記第２発話の発話の履歴を記憶する発話履歴記憶手段と、
　前記発話履歴記憶手段に記憶された前記発話の履歴と、前記入力受付手段が受付けた前
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記第２発話とに基づき、前記入力受付手段が受付けた前記第２発話の発話意図を解析する
発話意図解析手段と、をさらに備え、
　前記関連付け手段は、前記入力受付手段が受付けた前記第２発話の発話意図が予め定め
られた発話意図と一致する場合に、前記抽出手段が重要語句を抽出する際に用いた前記抽
出条件に対応づけられた前記関連付け方法に基づいて、前記抽出手段が抽出した重要語句
を、前記第２発話に関連付けることを特徴とする請求項１に記載のコミュニケーション支
援装置。
【請求項５】
　前記入力受付手段が受付けた前記第２発話の意味内容を解析し、前記入力受付手段が受
付けた前記第２発話に含まれる発話中の他の対象を指し示す表現である照応表現の指示対
象を、前記発話履歴記憶手段に記憶された前記発話の履歴から取得する照応解析手段をさ
らに備え、
　前記関連付け手段は、前記照応解析手段が取得した前記指示対象の被修飾語または修飾
語に前記抽出手段が抽出した重要語句が含まれる場合、前記第２発話に含まれる前記照応
表現に前記指示対象の被修飾語または修飾語を関連付けることを特徴とする請求項１に記
載のコミュニケーション支援装置。
【請求項６】
　任意の語句と、前記任意の語句と同じ意味内容で表現形式の異なる換言語句とを対応づ
けて記憶する換言情報記憶手段と、
　前記翻訳手段が翻訳した前記第２発話に関連付けられた重要語句に対応する前記換言語
句を前記換言情報記憶手段から検索し、前記翻訳手段が翻訳した前記第２発話に関連付け
られた重要語句を、検索した前記換言語句で置換する換言手段と、をさらに備え、
　前記出力手段は、前記翻訳手段が翻訳した前記第１発話と、前記換言手段が前記換言語
句で置換した重要語句と、前記翻訳手段が翻訳した前記第２発話を出力することを特徴と
する請求項１に記載のコミュニケーション支援装置。
【請求項７】
　複数の言語間の翻訳を行うことによりコミュニケーションを支援するコミュニケーショ
ン支援装置で実行されるコミュニケーション支援方法において、
　入力受付手段が、第１の言語により発話された第１発話の入力を受付ける第１入力受付
ステップと、
　抽出手段が、発話から重要語句を抽出する際の抽出条件と、抽出した重要語句を、重要
語句を抽出した発話より後に発話された発話に関連付けて出力する際の関連付け方法とを
対応づけて記憶する規則記憶手段に記憶された前記抽出条件に基づいて、前記第１入力受
付ステップが受付けた前記第１発話から重要語句を抽出する抽出ステップと、
　翻訳手段が、前記第１入力受付ステップが受付けた第１発話を、第１の言語から第２の
言語に翻訳する第１翻訳ステップと、
　出力手段が、前記第１翻訳ステップが翻訳した前記第１発話を出力する第１出力ステッ
プと、
　入力受付手段が、前記第１出力ステップにより出力された前記第１発話の直後に発話さ
れた第２の言語による第２発話の入力を受付ける第２入力受付ステップと、
　関連付け手段が、前記抽出ステップが重要語句を抽出する際に用いた前記抽出条件に対
応づけられた前記関連付け方法に基づいて、前記抽出ステップが抽出した重要語句を、前
記第２入力受付ステップが受付けた前記第２発話に関連付ける関連付けステップと、
　翻訳手段が、前記関連付けステップにより重要語句が関連付けられた前記第２発話を、
第２の言語から第１の言語に翻訳する第２翻訳ステップと、
　出力手段が、前記第２発話に関連づけられた重要語句と、前記第２翻訳ステップが翻訳
した前記第２発話とを出力する第２出力ステップと、
　を備えたことを特徴とするコミュニケーション支援方法。
【請求項８】
　コンピュータを、
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　発話の入力を受付ける入力受付手段と、
　発話から重要語句を抽出する際の抽出条件と、抽出した重要語句を、重要語句を抽出し
た発話より後に発話された発話に関連付けて出力する際の関連付け方法とを対応づけて記
憶する規則記憶手段に記憶された前記抽出条件に基づいて、前記入力受付手段が受付けた
第１の言語により発話された第１発話から重要語句を抽出する抽出手段と、
　前記入力受付手段が受付けた前記第１発話を、第１の言語から第２の言語に翻訳する翻
訳手段と、
　前記翻訳手段が翻訳した前記第１発話を出力する出力手段と、
　前記抽出手段が重要語句を抽出する際に用いた前記抽出条件に対応づけられた前記関連
付け方法に基づいて、前記抽出手段が抽出した重要語句を、前記出力手段により出力され
た前記第１発話の直後に発話され、前記入力受付手段が受付けた第２の言語による第２発
話に関連付ける関連付け手段と、として機能させ、
　前記翻訳手段は、さらに前記関連付け手段により重要語句が関連付けられた前記第２発
話を、第２の言語から第１の言語に翻訳し、
　前記出力手段は、さらに前記第２発話に関連づけられた重要語句と、前記翻訳手段が翻
訳した前記第２発話とを出力することを特徴とするコミュニケーション支援プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、複数の言語間の翻訳を行うことによりコミュニケーションを支援するコミ
ュニケーション支援装置、コミュニケーション支援方法およびコミュニケーション支援プ
ログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、グローバル化の進展や計算機ネットワーク技術の発展などに伴い、異言語間でコ
ミュニケーションをとる機会が増加している。一方、自然言語処理技術の進展に伴い、例
えば日本語で書かれた任意のテキストを、英語などの他言語テキストに変換する機械翻訳
装置が開発され、実用化されている。
【０００３】
　また、音声処理技術の進展に伴い、電子データとしてある自然言語文字列を、音声出力
に変換する音声合成装置や、ユーザによる音声発話を入力とし、これを文字列変換するこ
とで、音声による自然言語文字列の入力を可能にする音声入力装置が開発され、実用化さ
れている。
【０００４】
　以上述べたような、自然言語処理技術および音声処理技術の進展に伴い、これら技術を
統合し、異なる言語を母語とする者同士のコミュニケーションを支援するコミュニケーシ
ョン支援装置の実現への期待が高まっている。
【０００５】
　頑健な音声翻訳装置を実現するためには、多様な発話を高精度に認識する音声認識装置
や、幅広い表現を的確に翻訳可能な翻訳装置が必要不可欠であるが、従来の音声翻訳装置
では、正しく認識または訳出が行われない事例が散見される。
【０００６】
　例えば、英語話者が発話した「I have a room for 50 dollars a night.」をコミュニ
ケーション支援装置が翻訳する際、「I have a room for 15 dollars a night.」と誤認
識して日本語に翻訳したとする。この場合、文法や文脈などに問題はないため、日本語話
者は翻訳された日本語が正しいことを前提として次の発話を行う。したがって部屋の値段
が「15 dollars」と「50 dollars」とで異なる理解のまま、対話が進められる場合があっ
た。
【０００７】
　このように発話者間の理解が不一致のまま対話が進められる問題に対処する方法として
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、従来は、音声認識結果や音声翻訳結果が発話者の意図と合致か否かを確認するために原
言語の認識結果を発話者にフィードバックする方式や、原言語の音声翻訳結果である目的
言語文を、再度、原言語文に翻訳し直して原言語発話者にフィードバックする技術などが
提案されている。
【０００８】
　例えば、特許文献１では、音声翻訳装置において原言語入力者が入力した原言語の音声
翻訳処理結果を、再度原言語の合成音声に変換して、原言語入力者にフィードバックする
技術が提案されている。
【０００９】
【特許文献１】特開２００１－２２２５３１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、特許文献１などの方法では、自己の発話の認識結果や翻訳結果を確認し
、修正を加えてから相手側に提示する必要があるため、会話が中断される場合が多く、円
滑なコミュニケーションを阻害するという問題があった。
【００１１】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、円滑な会話を妨げずに、発話者間の理
解が不一致のまま会話が進められることを回避することができるコミュニケーション支援
装置、コミュニケーション支援方法およびコミュニケーション支援プログラムを提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明は、複数の言語間の翻訳を行う
ことによりコミュニケーションを支援するコミュニケーション支援装置において、発話か
ら重要語句を抽出する際の抽出条件と、抽出した重要語句を、重要語句を抽出した発話よ
り後に発話された発話に関連付けて出力する際の関連付け方法とを対応づけて記憶する規
則記憶手段と、発話の入力を受付ける入力受付手段と、前記規則記憶手段に記憶された前
記抽出条件に基づいて、前記入力受付手段が受付けた第１の言語により発話された第１発
話から重要語句を抽出する抽出手段と、前記入力受付手段が受付けた前記第１発話を、第
１の言語から第２の言語に翻訳する翻訳手段と、前記翻訳手段が翻訳した前記第１発話を
出力する出力手段と、前記抽出手段が重要語句を抽出する際に用いた前記抽出条件に対応
づけられた前記関連付け方法に基づいて、前記抽出手段が抽出した重要語句を、前記出力
手段により出力された前記第１発話の直後に発話され、前記入力受付手段が受付けた第２
の言語による第２発話に関連付ける関連付け手段と、を備え、前記翻訳手段は、さらに前
記関連付け手段により重要語句が関連付けられた前記第２発話を、第２の言語から第１の
言語に翻訳し、前記出力手段は、さらに前記第２発話に関連づけられた重要語句と、前記
翻訳手段が翻訳した前記第２発話とを出力することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明は、上記装置を実行することができるコミュニケーション支援方法および
コミュニケーション支援プログラムである。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、対話中の重要語句を翻訳結果に関連付けて対話相手に提示することが
できるため、対話の中で重要語句の確認を対話相手に促すことが可能となる。このため、
円滑な会話を妨げずに、発話者間の理解が不一致のまま会話が進められることを回避する
ことができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下に添付図面を参照して、この発明にかかるコミュニケーション支援装置、コミュニ
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ケーション支援方法およびコミュニケーション支援プログラムの最良な実施の形態を詳細
に説明する。
【００１６】
　一般に、コミュニケーション支援装置を対話相手が準備できない場合や、特に、利用者
が所有するコミュニケーション支援装置を共有できない状況下においては、対話相手が自
身の発話内容の認識結果や翻訳結果を確認し、修正することは非常に困難である。
【００１７】
　また、例えば、対話相手が初対面の人間に機器を向けられることに抵抗を感じる場合が
あるという問題がある。また、利用者側としても機器の盗難を危惧し、積極的な共有状態
を作ることに抵抗を感じる場合もある。また、所有者である利用者に比べて、対話相手が
機器に不慣れである可能性が非常に高い。このため、対話を開始する前に、機器の操作方
法や、表示内容、出力の意味などを説明し理解させる必要があるが、利用者、対話相手双
方にとって非常に負担の大きい作業となる。このため、従来のように、認識結果や訳出結
果の修正を行う装置の場合は、対話間で理解に齟齬が生じていても、認識結果や訳出結果
の修正が適切に実行できない状況に陥るという問題がある。
【００１８】
　（第１の実施の形態）
　第１の実施の形態にかかるコミュニケーション支援装置は、対話中の重要語句を抽出し
、抽出した重要語句を翻訳結果に関連付けて出力するものである。したがって対話の中で
確認すべき内容を対話相手に提示することができ、上述のような問題を回避することが可
能となる。
【００１９】
　以下では、日本語と英語間の通訳コミュニケーションを前提として説明するが、原言語
および目的言語の組み合わせはこれに限るものではなく、あらゆる言語の組み合わせにつ
いて適用することができる。また、以下では日本語および英語のいずれもが原言語または
目的言語となりうる。すなわち、例えば、日本語話者が発話した場合、原言語文は日本語
の文、目的言語文は英語の文となり、英語話者が発話した場合、原言語文は英語の文、目
的言語文は日本語の文となる。
【００２０】
　図１は、第１の実施の形態にかかるコミュニケーション支援装置１００の構成を示すブ
ロック図である。同図に示すように、コミュニケーション支援装置１００は、入力受付部
１０１と、重要語句抽出部１０２と、重要語句付加部１０３と、翻訳部１０４と、換言部
１０５と、出力制御部１０６と、重要語句規則記憶部１１１と、発話履歴記憶部１１２と
、換言情報記憶部１１３とを備えている。
【００２１】
　重要語句規則記憶部１１１は、発話内容から重要語句を抽出するための条件と、抽出し
た重要語句を発話の翻訳結果に関連付けて出力する際の付加方法とを含む重要語句規則を
記憶するものである。
【００２２】
　図２は、重要語句規則記憶部１１１に記憶された重要語句規則のデータ構造の一例を示
す説明図である。同図に示すように、重要語句規則は、一意に識別するための識別子であ
るＩＤと、重要語句を抽出するための抽出条件と、抽出した重要語句を翻訳結果へ関連づ
ける方法を記載した重要語句付加方法とを対応付けた構造となっている。ただし、ＩＤは
以降の説明を簡便に進めるために付与した補足的な要素であり、各規則を個別に区別でき
るならば必須項目ではない。
【００２３】
　抽出条件としては、予め定められた検索対象語句を有する語句を重要語句として抽出す
るキーワード条件と、発話の用例に含まれる予め定められた重要語句に対応する語句を重
要語句として抽出する例文条件とを指定することができる。
【００２４】
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　例えば、同図の抽出条件２０１は、キーワード条件の一例を示している。キーワード条
件である抽出条件２０１は、金額表現であるという条件を満たす語句を発話中から重要語
句として抽出するという条件を示している。なお、例文条件と区別するため、キーワード
条件には記号「＄」を先頭に付記して表すようにしている。
【００２５】
　また、例えば、同図の抽出条件２０３は、例文条件の一例を示している。例文条件であ
る抽出条件２０３は、発話の用例中の重要語句を予め特定しており、記号「＜＞」で括る
ことで重要語句であることを表している。すなわち、抽出条件２０３は、「Do you have 
an invention card?」に類似する発話が入力されたとき、入力された発話からから「＜an
 invention card＞」に対応する語句を重要語句として抽出するという条件を示している
。
【００２６】
　重要語句付加方法には、翻訳結果に付加する際に変化させずに直接付加する定型部と、
抽出条件に従い抽出された重要語句を埋め込む変数部からなる文が記述されている。すな
わち、この文の変数部に重要語句を埋め込んで、入力された発話に付加して出力すること
を表している。同図に示すように、変数部は、[重要語句]のように表現する。
【００２７】
　例えば、重要語句付加方法２０２は、抽出条件２０１によって重要語句が抽出された場
合に、抽出された重要語句を「Did you say」の後に埋め込んだ文を、翻訳結果に付加し
て出力するという方法を示している。
【００２８】
　また、重要語句付加方法２０４は、抽出条件２０３によって重要語句が抽出された場合
に、抽出された重要語句を「I have」の後に埋め込んだ文を、翻訳結果に付加して出力す
るという方法を示している。
【００２９】
　発話履歴記憶部１１２は、コミュニケーション支援装置１００を介してなされた双方の
話者の発話の履歴を記憶するものである。発話履歴記憶部１１２は、最新の発話に対して
付加する重要語句を、過去の発話から抽出するために参照される。
【００３０】
　図３は、発話履歴記憶部１１２に記憶された発話履歴のデータ構造の一例を示す説明図
である。同図に示すように、発話履歴は、原言語または目的言語による発話内容と、発話
から抽出された重要語句と、重要語句を抽出する際に適用した重要語句規則のＩＤとを対
応づけた構造となっている。
【００３１】
　同図では、１発話を１レコードとする表形式で記憶するようにしており、同図において
下のレコードほど新しい発話となるように記憶している。また、発話から重要語句が抽出
されなかった場合は、重要語句およびＩＤ欄は空欄となる。
【００３２】
　例えば、同図では、発話内容３０１は日本語話者による発話であり、発話内容３０１か
らは重要語句が抽出されなかったため重要語句およびＩＤ欄が空欄とされている例が示さ
れている。また、発話内容３０２は発話内容３０１に対して英語話者が発話した内容であ
り、発話内容３０２から「50 dollars」が重要語句３０４として抽出された例が示されて
いる。さらに、発話内容３０３は発話内容３０２に対して日本語話者が発話した内容であ
り、発話内容３０３からは重要語句が抽出されなかった例が示されている。
【００３３】
　換言情報記憶部１１３は、任意の語句と同一の言語における同じ意味内容で表現形式の
異なる別の語句である換言語句の情報（換言情報）を記憶するものである。換言情報記憶
部１１３は、過去の発話から抽出した重要語句をそのまま付加するのではなく、別の語句
で換言して出力することにより、発話者間の理解の不一致を回避するために利用される。
【００３４】
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　図４は、換言情報記憶部１１３に記憶された換言情報のデータ構造の一例を示す説明図
である。同図に示すように、換言情報は、換言対象となる変換前語句と、換言結果である
変換後語句とを対応付けた構造となっている。
【００３５】
　例えば、同図の変換前語句４０１（「car」）が、同図の変換後語句４０２（「automob
ile」）に変換されることを表している。
【００３６】
　なお、重要語句規則記憶部１１１、発話履歴記憶部１１２、および換言情報記憶部１１
３は、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）、光ディスク、メモリカード、ＲＡＭ（Random Access
 Memory）などの一般的に利用されているあらゆる記憶手段により構成することができる
。
【００３７】
　入力受付部１０１は、利用者からの音声入力を受付け、受付けた音声に対し音声認識処
理を行い、認識結果である原言語によるテキストデータの入力を受付けるものである。こ
のとき、入力手段として、キーボード、ポインティングデバイス、手書き文字認識などの
一般的に用いられているあらゆる入力方法と併用、あるいは代用して構成してもよい。
【００３８】
　この際に行われる音声認識処理は、ＬＰＣ分析、隠れマルコフモデル（ＨＭＭ：Ｈｉｄ
ｄｅｎ　Ｍａｒｋｏｖ　Ｍｏｄｅｌ）、ダイナミックプログラミング、ニューラルネット
ワーク、Ｎグラム言語モデルなどを用いた、一般的に利用されているあらゆる音声認識方
法を適用することができる。
【００３９】
　重要語句抽出部１０２は、重要語句規則記憶部１１１に記憶された抽出条件を参照しな
がら入力された発話中の重要語句を抽出するものである。
【００４０】
　具体的には、重要語句抽出部１０２は、キーワード条件である抽出条件を満たす語句を
入力された発話の中から検索し、検索した語句を重要語句として抽出する。また、重要語
句抽出部１０２は、入力された発話と同一の例文または類似する例文を例文条件である抽
出条件から検索し、検索した例文中の重要語句部分に対応する語句を発話中の重要語句と
して抽出する。
【００４１】
　なお、キーワード条件の抽出条件を満たす語句を検索するとは、キーワード条件で指定
された語句と同一の語句を検索する場合だけでなく、類似する語句を検索する場合も含む
。類似する語句には、キーワード条件で指定された語句と意味内容が同一である語句や、
構造的または表層的な一致の度合いが予め定められた値より大きい語句が含まれる。
【００４２】
　この際には、構文解析、意味解析などの一般的な自然言語解析処理を適用することがで
き、さらに構造的または表層的な一致の度合いを最大とする割当て方を計算するためには
動的計画法などの、従来から用いられているあらゆる技術を適用することができる。
【００４３】
　また、例文条件を使用して類似する例文を検索する場合は、例えば、特許第３１３５２
２１号公報に記載された方法などの、従来から用いられているあらゆる類似例文検索技術
を適用することができる。
【００４４】
　重要語句抽出部１０２おいて、１つの発話に対して、適用可能な抽出条件が複数存在す
る場合は、予め定められた優先度が最大の抽出条件を適用する。例えば、例文条件を優先
して適用するため、キーワード条件より高い優先度に設定しておく。また、例文条件間で
は、より発話内容との類似度が高い例文に対応する例文条件を適用するように構成しても
よい。さらに、先に登録された抽出条件、すなわち、ＩＤが小さい抽出条件を優先して適
用するように構成してもよい。なお、すべての抽出条件または優先度順に予め定められた
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個数の抽出条件を複数適用して重要語句を複数抽出するように構成してもよい。
【００４５】
　重要語句付加部１０３は、対話相手の発話から抽出された重要語句を、抽出の際に重要
語句抽出部１０２が適用した抽出条件に対応づけられた重要語句付加方法によって、入力
された発話に関連付けて出力するものである。
【００４６】
　例えば、図２の抽出条件２０１により金額表現が重要語句として抽出された場合、対応
する重要語句付加方法２０２を適用し、「Did you say」の後に抽出した重要語句である
金額を表す語句を埋め込んだ文を、入力された発話に付加して出力する。
【００４７】
　なお、重要語句付加部１０３は、翻訳の目的言語で翻訳済みの文を、入力された発話に
付加して出力するように構成してもよい。この場合は、原言語および目的言語双方で記述
された文を重要語句規則記憶部１１１の重要語句付加方法欄に記載し、出力する言語に応
じて適切な言語により記述された文に重要語句を埋め込んで出力する。これにより、翻訳
の目的言語で翻訳済みの文を付加して出力することが可能となる。
【００４８】
　翻訳部１０４は、重要語句が付加された発話を目的言語文に翻訳するものである。なお
、翻訳部１０４より行われる翻訳処理は、一般的なトランスファ方式、用例ベース方式、
統計ベース方式、中間言語方式の機械翻訳システムにおいて利用されているあらゆる方法
を適用することができる。
【００４９】
　なお、重要語句付加部１０３が翻訳済みの重要語句を含む文を付加して出力する構成の
場合は、翻訳部１０４は、入力された発話のみを翻訳する。
【００５０】
　換言部１０５は、換言情報記憶部１１３に記憶された換言情報を参照し、重要語句付加
部１０３よって付与された重要語句の訳語を、換言語句に変換するものである。
【００５１】
　なお、換言部１０５は、翻訳部１０４が翻訳する前の発話に関連付けられた重要語句を
換言語句に置換するように構成してもよい。この場合は、翻訳部１０４は、換言語句で置
換された重要語句が付加された発話を目的言語文に翻訳する。
【００５２】
　出力制御部１０６は、換言部１０５により換言語句に変換された重要語句と、翻訳部１
０４が翻訳した翻訳結果とを出力するものである。この際、翻訳結果を目的言語である英
語の合成音声として出力する。出力制御部１０６により行われる音声合成処理は、音声素
片編集音声合成、フォルマント音声合成、音声コーパスベースの音声合成、テキストトゥ
スピーチなどの一般的に利用されているあらゆる方法を適用することができる。
【００５３】
　なお、出力制御部１０６による音声出力は、テキストを画面表示するディスプレイなど
の表示装置による目的言語のテキスト出力や、プリンタなどへのテキスト印刷により目的
言語文を出力などの種々の出力、表示手段と併用、あるいは代用して構成してもよい。
【００５４】
　次に、このように構成された第１の実施の形態にかかるコミュニケーション支援装置１
００によるコミュニケーション支援処理について説明する。図５は、第１の実施の形態に
おけるコミュニケーション支援処理の全体の流れを示すフローチャートである。
【００５５】
　まず、入力受付部１０１が、原言語文Ｓｉの入力を受付ける（ステップＳ５０１）。具
体的には、入力受付部１０１は、音声により入力された原言語文を音声認識し、その認識
結果である原言語のテキストデータである原言語文Ｓｉの入力を受付ける。
【００５６】
　次に、重要語句抽出部１０２が、受付けた原言語文Ｓｉから重要語句を抽出する重要語
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句抽出処理を実行する（ステップＳ５０２）。重要語句抽出処理の詳細については後述す
る。
【００５７】
　なお、ステップＳ５０２の重要語句抽出処理は、入力された最新の発話から重要語句を
抽出処理であり、この処理で抽出された重要語句は、これ以降にさらに入力された発話に
対して付加されうる語句となる。また、ステップＳ５０３以降で重要語句付加部１０３に
より付加される重要語句は、ステップＳ５０２で最新の発話から抽出した重要語句ではな
く、過去の発話から抽出した重要語句である。
【００５８】
　次に、重要語句付加部１０３は、発話履歴記憶部１１２から、１発話前のレコードＲを
取得する（ステップＳ５０３）。次に、重要語句付加部１０３は、レコードＲ内に重要語
句が存在するか否かを判断する（ステップＳ５０４）。
【００５９】
　重要語句が存在する場合（ステップＳ５０４：ＹＥＳ）、重要語句付加部１０３は、レ
コードＲ内の重要語句付加方法により、原言語文Ｓｉに重要語句を付加し、訳出対象文Ｓ
ｔとして出力する（ステップＳ５０５）。
【００６０】
　重要語句が存在しない場合（ステップＳ５０４：ＮＯ）、重要語句付加部１０３は、原
言語文Ｓｉを訳出対象文Ｓｔとして出力する（ステップＳ５０６）。
【００６１】
　次に、翻訳部１０４が、訳出対象文Ｓｔを翻訳し、目的言語文Ｔｏを出力する（ステッ
プＳ５０７）。なお、翻訳部１０４による翻訳では、例えばトランスファ方式の翻訳の場
合は、形態素解析、構文解析、意味解析等の自然言語処理で用いられる各種辞書（図示せ
ず）が参照される。また、例えば用例ベース方式の翻訳の場合は、原言語と目的言語によ
る対訳の用例を記憶した辞書（図示せず）等が参照される。
【００６２】
　次に、換言部１０５が、訳出対象文Ｓｔに重要語句が付加されているか否かを判断する
（ステップＳ５０８）。付加されている場合は（ステップＳ５０８：ＹＥＳ）、換言部１
０５は、換言情報記憶部１１３を検索し、重要語句に対応する換言語句が存在するか否か
を判断する（ステップＳ５０９）。
【００６３】
　換言語句が存在する場合は（ステップＳ５０９：ＹＥＳ）、換言部１０５は、検索した
換言語句で重要語句を置換した目的言語文Ｔｏを出力する（ステップＳ５１０）。
【００６４】
　ステップＳ５０８で訳出対象文Ｓｔに重要語句が付加されていないと判断された場合（
ステップＳ５０８：ＮＯ）、ステップＳ５０９で換言語句が存在しないと判断された場合
（ステップＳ５０９：ＮＯ）、またはステップＳ５１０で換言部１０５が目的言語文Ｔｏ
を出力した後、出力制御部１０６は、Ｔｏを目的言語の音声で音声合成し、その結果を出
力する（ステップＳ５１１）。
【００６５】
　次に、ステップＳ５０２の重要語句抽出処理の詳細について説明する。図６は、第１の
実施の形態における重要語句抽出処理の全体の流れを示すフローチャートである。
【００６６】
　まず、重要語句抽出部１０２は、重要語句規則記憶部１１１から、原言語文Ｓｉに適合
する例文条件である抽出条件Ｋを検索する（ステップＳ６０１）。具体的には、重要語句
抽出部１０２は、類似例文検索技術を用いて原言語文Ｓｉと同一または類似する例文が記
載された例文条件を検索する。
【００６７】
　次に、重要語句抽出部１０２は、抽出条件Ｋが検索されたか否かを判断し（ステップＳ
６０２）、抽出条件Ｋが検索されなかった場合（ステップＳ６０２：ＮＯ）、重要語句規
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則記憶部１１１から、原言語文Ｓｉに適合するキーワード条件である抽出条件Ｋを検索す
る（ステップＳ６０３）。
【００６８】
　具体的には、重要語句抽出部１０２は、キーワード条件に記載された語句が、原言語文
Ｓｉの中に含まれるか否かを検索し、検索された場合は、対応するキーワード条件を原言
語文Ｓｉに適合する抽出条件Ｋとして取得する。
【００６９】
　次に、重要語句抽出部１０２は、キーワード条件Ｋが検索されたか否かを判断し（ステ
ップＳ６０４）、キーワード条件Ｋが検索されなかった場合（ステップＳ６０４：ＮＯ）
、原言語文Ｓｉには重要語句が含まれないものとして重要語句抽出処理を終了する。
【００７０】
　ステップＳ６０２で例文条件である抽出条件Ｋが検索された場合（ステップＳ６０２：
ＹＥＳ）、または、ステップＳ６０４でキーワード条件である抽出条件Ｋが検索された場
合は（ステップＳ６０４：ＹＥＳ）、重要語句抽出部１０２は、抽出条件Ｋにより重要語
句Ｉを抽出する（ステップＳ６０５）。
【００７１】
　例えば、「Do you have any cards? 」という原言語文Ｓｉが入力された場合、図２の
例文条件である抽出条件２０３が適合する抽出条件Ｋとして検索される（ステップＳ６０
１）。さらに、抽出条件２０３の「＜an invention card＞」に対応する部分として、原
言語文Ｓｉから「cards」が重要語句Ｉとして抽出される（ステップＳ６０５）。
【００７２】
　次に、重要語句抽出部１０２は、原言語文Ｓｉ、重要語句Ｉ、抽出条件Ｋに対応するＩ
Ｄを発話履歴記憶部１１２に保存し（ステップＳ６０６）、重要語句抽出処理を終了する
。
【００７３】
　上述のような手順により、ステップＳ６０５で抽出された重要語句が、ステップＳ５０
５で原言語文Ｓｉに付加され、ステップＳ５０７で翻訳されてステップＳ５１１で対話相
手に出力される。この際、認識結果が正しいか否かを判断する処理などが含まれていない
ため、会話が中断されることがなく、円滑にコミュニケーションを継続することが可能と
なる。さらに、重要語句が付加された翻訳結果が対話相手に出力されるため、認識が不一
致のまま会話が進められる可能性を低減することができる。
【００７４】
　次に、第１の実施の形態におけるコミュニケーション支援処理の具体例について説明す
る。図７は、相互に発話される文の一例を示した説明図である。また、図８は、図７で示
した文が発話されたときに発話履歴記憶部１１２に記憶される情報の一例を示す説明図で
ある。さらに、図９は、コミュニケーション支援装置１００が出力する出力文の一例を示
す説明図である。
【００７５】
　以下では、日本語話者による発話であり、「もっと安い部屋はありませんか？」を意味
する図７の日本語７０１が既に入力され、図８の発話内容８０１に示すレコードが発話履
歴記憶部１１２に保持されていることを前提とする。また、重要語句規則記憶部１１１お
よび換言情報記憶部１１３には、それぞれ図２および図４に示す情報が記憶されているこ
とを前提とする。
【００７６】
　この状態で、英語話者が英語７０２（「Well, we have a room for 50 dollars a nigh
t. 」）を発話したとする。この場合、入力受付部１０１が英語７０２の入力を受付け、
原言語文Ｓｉとする。
【００７７】
　ここでは、入力受付部１０１が、入力された音声を「Well, we have a room for 15 do
llars a night. 」と誤って認識し、原言語文Ｓｉとして出力したと仮定する（ステップ
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Ｓ５０１）。
【００７８】
　次に、重要語句抽出処理が実行される（ステップＳ５０２）。まず、重要語句抽出部１
０２は、重要語句規則記憶部１１１を参照して、原言語文Ｓｉに類似する例文条件を検索
する（ステップＳ６０１）。図２のような重要語句規則記憶部１１１からは類似する例文
が検索されないため（ステップＳ６０２：ＮＯ）、原言語文Ｓｉに適合するキーワード条
件を検索する（ステップＳ６０３）。
【００７９】
　この例では、原言語文Ｓｉに金額表現（「15 dollars」）が含まれるため、図２のキー
ワード条件である抽出条件２０１が検索され、「15 dollars」が重要語句Ｉとして抽出さ
れる（ステップＳ６０５）。
【００８０】
　これにより、原言語文Ｓｉ（「Well, we have a room for 15 dollars a night. 」）
、重要語句Ｉ（「15 dollars」）、適合した抽出条件のＩＤ（「１」）が発話履歴記憶部
１１２に記憶される（ステップＳ６０６）。このときの発話履歴記憶部１１２は、図８に
示したような状態となる。
【００８１】
　次に、重要語句付加部１０３は、発話履歴記憶部１１２を参照し、原言語文Ｓｉの１発
話前のレコードとして、図８の発話内容８０１（「もっと安い部屋はありませんか？」）
に対応するレコードＲを取得する（ステップＳ５０３）。取得したレコードＲは、重要語
句を含まないため（ステップＳ５０４：ＮＯ）、原言語文Ｓｉが訳出対象文Ｓｔとして出
力される（ステップＳ５０６）。
【００８２】
　次に、翻訳部１０４が訳出対象文Ｓｔを翻訳して目的言語文Ｔｏを出力する（ステップ
Ｓ５０７）。また、重要語句が付加されていないため（ステップＳ５０８：ＮＯ）、出力
制御部１０６により目的言語文Ｔｏが音声合成して出力される（ステップＳ５１１）。こ
の結果、原言語文Ｓｉ（「Well, we have a room for 15 dollars a night. 」）を翻訳
した日本語の文（「ええっと、一晩１５ドルの部屋があります。」）が出力される。
【００８３】
　続いて、日本語話者が日本語７０３（「それにします。」）を発話したとする。この場
合、入力受付部１０１が日本語７０３の入力を受付け、原言語文Ｓｉとする。
【００８４】
　ここでは、入力受付部１０１が、入力された音声を正しく認識し、原言語文Ｓｉとして
出力したと仮定する（ステップＳ５０１）。
【００８５】
　次に、重要語句抽出処理が実行される（ステップＳ５０２）。まず、重要語句抽出部１
０２は、重要語句規則記憶部１１１を参照して、原言語文Ｓｉに類似する例文条件を検索
する（ステップＳ６０１）。図２のような重要語句規則記憶部１１１からは類似する例文
が検索されないため（ステップＳ６０２：ＮＯ）、原言語文Ｓｉに適合するキーワード条
件を検索する（ステップＳ６０３）。
【００８６】
　図２のような重要語句規則記憶部１１１からは適合するキーワード条件も検索されない
ため（ステップＳ６０４：ＮＯ）、原言語文Ｓｉのみが発話履歴記憶部１１２に保存され
る（ステップＳ６０６）。
【００８７】
　次に、重要語句付加部１０３は、発話履歴記憶部１１２を参照し、原言語文Ｓｉの１発
話前のレコードとして、図８の発話内容８０２（「Well, we have a room for 15 dollar
s a night. 」）に対応するレコードＲを取得する（ステップＳ５０３）。取得したレコ
ードＲは、重要語句を含むため（ステップＳ５０４：ＹＥＳ）、レコードＲ内のＩＤ＝１
に対応する重要語句付加方法に従い、原言語文Ｓｉに「Did you say 15 dollars? 」を付
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加した訳出対象文Ｓｔが出力される（ステップＳ５０５）。
【００８８】
　次に、翻訳部１０４が訳出対象文Ｓｔを翻訳して目的言語文Ｔｏを出力する（ステップ
Ｓ５０７）。なお、この例では付加した文（「Did you say 15 dollars? 」）は既に目的
言語である英語で記述されているため、翻訳部１０４は翻訳を行う必要はない。
【００８９】
　また、訳出対象文Ｓｔに重要語句が付加されているため（ステップＳ５０８：ＹＥＳ）
、換言語句の検索処理が実行されるが（ステップＳ５０９）、図４の換言情報記憶部１１
３には該当する重要語句が存在しないため（ステップＳ５０９：ＮＯ）、出力制御部１０
６により目的言語文Ｔｏが音声合成して出力される（ステップＳ５１１）。この結果、原
言語文Ｓｉ（「それにします。」）を翻訳し、重要語句が付加された英語の文として、図
９に示す出力文９０１（「Did you say 15 dollars? I'll take it」）が出力される。
【００９０】
　以上のような処理により、英語話者が発話した「Well, I have a room for 50 dollars
 a night. 」が、「Well, I have a room for 15 dollars a night. 」と認識された例の
ように、重要な部分が誤認識された場合であっても、日本語話者の発話の訳出結果に重要
な部分の訳出結果（「15 dollars. 」）を付加して出力することができる。
【００９１】
　このため、重要語句の認識結果を対話相手が確認できるように提示し、かつ、利用者発
話の訳出タイミングに合わせて提示することができる。したがって、対話者間のコミュニ
ケーションや、利用者とコミュニケーション支援装置１００との間の処理に影響を与える
ことなく処理内容を確認することが可能となる。
【００９２】
　次に、第１の実施の形態におけるコミュニケーション支援処理の別の具体例について説
明する。図１０は、相互に発話される文の一例を示した説明図である。また、図１１は、
図１０で示した文が発話されたときに発話履歴記憶部１１２に記憶される情報の一例を示
す説明図である。さらに、図１２は、コミュニケーション支援装置１００が出力する出力
文の一例を示す説明図である。
【００９３】
　以下では、発話履歴記憶部１１２には発話内容が記憶されていない空の状態であること
を前提とする。また、重要語句規則記憶部１１１および換言情報記憶部１１３には、それ
ぞれ図２および図４に示す情報が記憶されていることを前提とする。
【００９４】
　この状態で、英語話者が図１０に示す英語１００１（「Do you have any cards? 」）
を発話したとする。この場合、入力受付部１０１が英語１００１の入力を受付け、原言語
文Ｓｉとする。
【００９５】
　ここでは、入力受付部１０１が、入力された音声を「Do you have any cars? 」と誤っ
て認識し、原言語文Ｓｉとして出力したと仮定する（ステップＳ５０１）。
【００９６】
　次に、重要語句抽出処理が実行される（ステップＳ５０２）。まず、重要語句抽出部１
０２は、重要語句規則記憶部１１１を参照して、原言語文Ｓｉに類似する例文条件を検索
する（ステップＳ６０１）。この例では、図２のような重要語句規則記憶部１１１から、
例文条件である抽出条件２０３が検索される（ステップＳ６０２：ＹＥＳ）。
【００９７】
　また、抽出条件２０３の重要語句の部分に対応する語句「cars」が重要語句Ｉとして抽
出される（ステップＳ６０５）。
【００９８】
　これにより、原言語文Ｓｉ（「Do you have any cars? 」）、重要語句Ｉ（「cars」）
、適合した抽出条件のＩＤ（「４」）が発話履歴記憶部１１２に記憶される（ステップＳ
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６０６）。このときの発話履歴記憶部１１２には、図１１の英語１１０１、重要語句１１
０３、ＩＤ１１０４が記憶された状態となる。
【００９９】
　次に、重要語句付加部１０３は、発話履歴記憶部１１２を参照するが、原言語文Ｓｉの
１発話前のレコードが存在せず重要語句が取得できないため（ステップＳ５０４：ＮＯ）
、原言語文Ｓｉが訳出対象文Ｓｔとして出力される（ステップＳ５０６）。
【０１００】
　次に、翻訳部１０４が訳出対象文Ｓｔを翻訳して目的言語文Ｔｏを出力する（ステップ
Ｓ５０７）。また、重要語句が付加されていないため（ステップＳ５０８：ＮＯ）、出力
制御部１０６により目的言語文Ｔｏが音声合成して出力される（ステップＳ５１１）。こ
の結果、原言語文Ｓｉ（「Do you have any cars? 」）を翻訳した日本語の文（「車を持
っていますか？」）が出力される。
【０１０１】
　続いて、日本語話者が図１０に示す日本語１００２（「はい。」）を発話したとする。
この場合、入力受付部１０１が日本語１００２の入力を受付け、原言語文Ｓｉとする。
【０１０２】
　ここでは、入力受付部１０１が、入力された音声を正しく認識し、原言語文Ｓｉとして
出力したと仮定する（ステップＳ５０１）。
【０１０３】
　次に、重要語句抽出処理が実行される（ステップＳ５０２）。まず、重要語句抽出部１
０２は、重要語句規則記憶部１１１を参照して、原言語文Ｓｉに類似する例文条件を検索
する（ステップＳ６０１）。図２のような重要語句規則記憶部１１１からは類似する例文
が検索されないため（ステップＳ６０２：ＮＯ）、原言語文Ｓｉに適合するキーワード条
件を検索する（ステップＳ６０３）。
【０１０４】
　図２のような重要語句規則記憶部１１１からは適合するキーワード条件も検索されない
ため（ステップＳ６０４：ＮＯ）、原言語文Ｓｉのみが発話履歴記憶部１１２に保存され
る（ステップＳ６０６）。このときの発話履歴記憶部１１２は、図１１に示したように、
英語１１０１、日本語１１０２が格納された状態となる。
【０１０５】
　次に、重要語句付加部１０３は、発話履歴記憶部１１２を参照し、原言語文Ｓｉの１発
話前のレコードとして、図１１の英語１１０１（「Do you have any cars? 」）に対応す
るレコードＲを取得する（ステップＳ５０３）。取得したレコードＲは、重要語句を含む
ため（ステップＳ５０４：ＹＥＳ）、レコードＲ内のＩＤ＝４に対応する重要語句付加方
法に従い、原言語文Ｓｉに「I have cars. 」を付加した訳出対象文Ｓｔが出力される（
ステップＳ５０５）。
【０１０６】
　次に、翻訳部１０４が訳出対象文Ｓｔを翻訳して目的言語文Ｔｏを出力する（ステップ
Ｓ５０７）。なお、この例では付加した文（「I have cars. 」）は既に目的言語である
英語で記述されているため、翻訳部１０４は翻訳を行う必要はない。
【０１０７】
　次に、訳出対象文Ｓｔに重要語句が付加されているため（ステップＳ５０８：ＹＥＳ）
、換言語句の検索処理が実行される（ステップＳ５０９）。この例では、図４の換言情報
記憶部１１３から重要語句「cars」の換言語句として「automobiles」が存在するため（
ステップＳ５０９：ＹＥＳ）、目的言語文Ｔｏの重要語句を換言語句で置換する（ステッ
プＳ５１０）。
【０１０８】
　次に、出力制御部１０６により目的言語文Ｔｏが音声合成して出力される（ステップＳ
５１１）。この結果、原言語文Ｓｉ（「はい。」）を翻訳し、換言語句に置換された重要
語句が付加された英語の文として、図１２に示す出力文１２０１（「Yes,I have automob
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iles. 」）が出力される。
【０１０９】
　以上のような処理により、英語話者が発話した「 Do you have cards? 」が、「Do you
 have cars? 」と認識された例のように、重要な部分が誤認識された場合であっても、日
本語話者の発話の訳出結果に重要な部分を換言して訳出した結果（「automobiles」）を
付加して出力することができる。
【０１１０】
　このため、重要語句を単純に聞き返すだけでなく、対話相手の発話内容と異なる表現で
訳出することができる。したがって、発話内容の認識結果の確認をより効果的に実行する
ことが可能となる。
【０１１１】
　なお、重要語句の付加の可否を利用者に問い合わせ、重要語句を付加して出力するか否
かを制御するように構成してもよい。また、出力制御部１０６が、重要語句付加部１０３
によって付加された重要語句や、換言部１０５において換言された重要語句を、その他の
部分と異なる方法で出力するように構成してもよい。
【０１１２】
　例えば、音声合成して出力する際の出力音声の音量や声質などの音声の属性を変えて出
力するように構成してもよい。また、画面またはプリンタに出力する際に、付加された部
分に下線を引く、または、フォントサイズ、スタイル、フォントの色を変更するなどの加
工を加えて出力するように構成してもよい。これにより、対話相手が重要語句であること
を容易に認識することができるようになる。
【０１１３】
　このように、第１の実施の形態にかかるコミュニケーション支援装置は、対話中の重要
語句を抽出して翻訳結果に関連付けて対話相手に提示することができるため、対話の中で
重要語句の確認を対話相手に促すことが可能となる。また、抽出した重要語句を、対話相
手の発話内容と異なる表現で訳出することができるため、対話相手の発話内容が正しく認
識され、訳出されたことをより適切に確認させることが可能となる。このため、円滑な会
話を妨げずに、発話者間の理解が不一致のまま会話が進められることを回避することがで
きる。
【０１１４】
　（第２の実施の形態）
【０１１５】
　第２の実施の形態にかかるコミュニケーション支援装置は、発話の意図を解析し、予め
定められた発話意図に対応する発話の場合のみ、重要語句の付加処理を実行するものであ
る。
【０１１６】
　図１３は、第２の実施の形態にかかるコミュニケーション支援装置１３００の構成を示
すブロック図である。同図に示すように、コミュニケーション支援装置１３００は、入力
受付部１０１と、重要語句抽出部１０２と、重要語句付加部１３０３と、翻訳部１０４と
、換言部１０５と、出力制御部１０６と、発話意図解析部１３０７と、重要語句規則記憶
部１１１と、発話履歴記憶部１３１２と、換言情報記憶部１１３と、付加条件記憶部１３
１４とを備えている。
【０１１７】
　第２の実施の形態では、発話意図解析部１３０７と付加条件記憶部１３１４とを追加し
たこと、および、重要語句付加部１３０３の機能が第１の実施の形態と異なっている。ま
た、発話履歴記憶部１３１２のデータ構造が第１の実施の形態と異なっている。その他の
構成および機能は、第１の実施の形態にかかるコミュニケーション支援装置１００の構成
を表すブロック図である図１と同様であるので、同一符号を付し、ここでの説明は省略す
る。
【０１１８】
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　付加条件記憶部１３１４は、重要語句の付加処理を実行する条件である付加条件を記憶
するものであり、発話意図に応じて付加処理の実行可否を制御するために参照される。
【０１１９】
　図１４は、付加条件記憶部１３１４に記憶された付加条件のデータ構造の一例を示す説
明図である。同図に示すように、付加条件は、発話意図と、付加処理を実行するか否かを
示す付加処理フラグとを対応付けた構造となっている。
【０１２０】
　発話意図欄には、後述する発話意図解析部１３０７により解析された発話意図または発
話意図の組合せが指定される。同図では、例えば発話意図１４０１は、２つの発話がそれ
ぞれ質問と回答という発話意図を有する場合の発話意図の組合せを示している。また、例
えば発話意図１４０３は、１つの発話が挨拶という発話意図を有する場合の発話意図を示
している。
【０１２１】
　付加処理フラグ欄には、付加処理を実行する場合のフラグを示すＹｅｓ、または付加処
理を実行しない場合のフラグを示すＮｏのいずれかが指定される。同図では、例えば付加
処理フラグ１４０２（「Ｙｅｓ」）は、発話意図が質問と回答の組合せである場合は、付
加処理を実行することを示している。また、例えば付加処理フラグ１４０４（「Ｎｏ」）
は、発話意図が挨拶の場合は、付加処理を実行しないことを示している。
【０１２２】
　なお、付加条件記憶部１３１４の付加条件の付加処理フラグ欄を省略し、付加処理を実
行する場合の発話意図のみを指定するように構成してもよい。この場合、付加条件記憶部
１３１４に記憶されていない発話意図の場合は、付加処理を実行しないものと判断する。
【０１２３】
　発話履歴記憶部１３１２は、各発話内容について、発話意図を対応づけて格納する点が
、第１の実施の形態の発話履歴記憶部１１２と異なっている。
【０１２４】
　図１５は、発話履歴記憶部１３１２に記憶された発話履歴のデータ構造の一例を示す説
明図である。同図に示すように、発話履歴は、発話内容と、重要語句と、発話意図と、重
要語句規則のＩＤとを対応づけた構造となっている。
【０１２５】
　発話意図欄には、後述する発話意図解析部１３０７が解析した各発話の発話意図を格納
する。発話意図としては、例えば、質問、回答、承諾、依頼、挨拶などが指定できる。
【０１２６】
　例えば、同図の発話内容１５０１に対しては、「質問」という発話意図１５０４が対応
づけられる。また、発話内容１５０２に対しては、「回答」という発話意図１５０５が対
応づけられる。また、発話内容１５０３に対しては、「承諾」という発話意図１５０６が
対応づけられる。発話内容１５０２からは、重要語句として重要語句１５０７が抽出され
る。
【０１２７】
　発話意図解析部１３０７は、入力受付部１０１が受付けた原言語文に対し、原言語の語
彙情報、文法規則を参照した形態素解析、構文解析、係り受け解析、意味解析、文脈解析
などの自然言語解析処理を行うことによって、原言語文が表している意味内容の解釈であ
る原言語解釈を出力するものである。
【０１２８】
　また、発話意図解析部１３０７は、発話履歴記憶部１３１２の対話履歴を参照し、談話
の構造と併せて現在入力されている原言語文が持つ発話意図を解析し、解析結果を出力す
るものである。
【０１２９】
　例えば、発話意図解析部１３０７は、「バス停はどこですか？」という「質問」の発話
意図を持った発話に対し、「郵便局の前です。」という発話が入力されたとき、この発話
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が前の発話に対する「回答」の発話意図を持つ発話である、という解析を行う。
【０１３０】
　ここで、発話意図解析部１３０７における自然言語解析処理は、Ａ＊アルゴリズムを用
いた形態素解析や、アーリー法、チャート法、一般化ＬＲ法による構文解析、あるいは、
Ｓｈａｎｋのスクリプト、談話表示理論に基づく文脈解析や談話解析など、一般的に広く
知られ、利用されているあらゆる方法を適用することができる。
【０１３１】
　なお、形態素情報、構文情報、意味情報などを格納した自然言語処理用の辞書を、ＨＤ
Ｄ、光ディスク、メモリカード、ＲＡＭなどの一般的に利用されている記憶手段に格納し
、これらを参照しながら各自然言語解析処理が実行される。
【０１３２】
　重要語句付加部１３０３は、発話履歴記憶部１３１２を参照しながら、入力受付部１０
１が入力を受付けた発話に対して、重要語句の付加処理を実施するか否かを判断する点が
、第１の実施の形態における重要語句付加部１０３と異なっている。
【０１３３】
　具体的には、重要語句付加部１３０３は、発話履歴記憶部１３１２から、最新の発話の
発話意図と、１発話前の発話の発話意図とを取得し、取得した発話意図の組合せまたは最
新の発話の発話意図が、付加条件記憶部１３１４の発話意図欄に記載された条件と一致す
るか否かを判断する。そして、一致する発話意図が存在する場合には、対応する付加処理
フラグを付加条件記憶部１３１４から取得し、付加処理の実行可否を判断する。
【０１３４】
　次に、このように構成された第２の実施の形態にかかるコミュニケーション支援装置１
３００によるコミュニケーション支援処理について説明する。図１６は、第２の実施の形
態におけるコミュニケーション支援処理の全体の流れを示すフローチャートである。
【０１３５】
　まず、入力受付部１０１が、原言語文Ｓｉの入力を受付ける（ステップＳ１６０１）。
本処理は、第１の実施の形態におけるステップＳ５０１と同様である。
【０１３６】
　次に、発話意図解析部１３０７が、原言語文Ｓｉを解析し、発話意図ＩＮＴを出力する
（ステップＳ１６０２）。具体的には、発話意図解析部１３０７は、発話履歴記憶部１３
１２に記憶された過去の発話と、入力された原言語文Ｓｉとを参照し、文脈解析などの自
然言語処理により、原言語文Ｓｉの発話意図を解析し出力する。
【０１３７】
　次に、重要語句抽出部１０２が、重要語句抽出処理を実行する（ステップＳ１６０３）
。第２の実施の形態における重要語句抽出処理は、ステップＳ６０６で発話意図ＩＮＴも
同時に発話履歴記憶部１３１２に保存する点が第１の実施の形態と異なっている。それ以
外の重要語句抽出処理の全体の流れは第１の実施の形態における図６に示したフローチャ
ートと同様であるのでその説明を省略する。
【０１３８】
　次に、重要語句付加部１３０３は、原言語文Ｓｉが重要語句付加対象か否かを判断する
（ステップＳ１６０４）。例えば、発話履歴記憶部１３１２から、１発話前の発話の発話
意図として「質問」が取得され、最新の発話の発話意図が「回答」であった場合、図１４
に示すような付加条件記憶部１３１４の発話意図１４０１と一致するため、対応する付加
処理フラグ１４０２（Ｙｅｓ）を取得し、付加処理を実行する、すなわち、重要語句付加
対象であると判断する。
【０１３９】
　重要語句付加対象である場合は（ステップＳ１６０４：ＹＥＳ）、重要語句付加部１３
０３は、発話履歴記憶部１３１２から、１発話前のレコードＲを取得する（ステップＳ１
６０５）。重要語句付加対象でない場合は（ステップＳ１６０４：ＮＯ）、重要語句付加
部１３０３は、原言語文Ｓｉを訳出対象文Ｓｔとして出力する（ステップＳ１６０８）。
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【０１４０】
　このように、発話意図を考慮して重要語句の付加処理の実行可否を判断することができ
るため、重要語句を常に確認するのではなく、効果的なタイミングで重要語句を確認する
ことが可能となり、対話の流れを途切れさせることなく円滑なコミュニケーション支援が
可能となる。
【０１４１】
　ステップＳ１６０６からステップＳ１６１３までの、重要語句付加処理、翻訳処理、換
言処理、出力処理は、第１の実施の形態にかかるコミュニケーション支援装置１００にお
けるステップＳ５０４からステップＳ５１１までと同様の処理なので、その説明を省略す
る。
【０１４２】
　次に、第２の実施の形態におけるコミュニケーション支援処理の具体例について説明す
る。図１７は、発話履歴記憶部１３１２に記憶される情報の一例を示す説明図である。
【０１４３】
　以下では、付加条件記憶部１３１４には、図１４に示す情報が記憶されていることを前
提とする。
【０１４４】
　この状態で、日本語話者が日本語１７０１（「もっと安い部屋はありませんか？」）を
発話したとする。この場合、入力受付部１０１が日本語１７０１の入力を受付け、原言語
文Ｓｉとする（ステップＳ１６０２）。
【０１４５】
　次に、発話意図解析部１３０７は、日本語１７０１が「質問」の発話意図を有すること
を解析し、出力する（ステップＳ１６０２）。出力された発話意図は発話意図解析部１３
０７に格納される（図１７の発話意図１７０３）。
【０１４６】
　この後、重要語句付加部１３０３は、発話履歴記憶部１３１２を参照して、原言語文Ｓ
ｉが重要語句付加対象か否かを判断する（ステップＳ１６０４）。この段階では、発話履
歴記憶部１３１２には、日本語１７０１のみが格納されており、さらに発話意図「質問」
に対しては付加条件記憶部１３１４にレコードが存在しないため、重要語句付加対象でな
いと判断される（ステップＳ１６０４：ＮＯ）。
【０１４７】
　一方、日本語１７０１に対して英語話者が英語１７０２（「Well, we have a room for
 15 dollars a night.」）を発話したとすると、入力受付部１０１が英語１７０２の入力
を受付け、原言語文Ｓｉとする（ステップＳ１６０２）。
【０１４８】
　次に、発話意図解析部１３０７は、英語１７０２が「回答」の発話意図を有することを
解析し、出力する（ステップＳ１６０２）。出力された発話意図は発話意図解析部１３０
７に格納される（図１７の発話意図１７０４）。なお、この場合は重要語句として図１７
の重要語句１７０５が抽出され（ステップＳ６０５）、発話意図解析部１３０７に記憶さ
れる（ステップＳ６０６）。
【０１４９】
　重要語句付加部１３０３は、発話履歴記憶部１３１２を参照して、原言語文Ｓｉが重要
語句付加対象か否かを判断する（ステップＳ１６０４）。この段階では、発話履歴記憶部
１３１２には、日本語１７０１および英語１７０２が格納されており、これらの発話意図
の組合せは、「質問」「回答」となる。この組合せは、図１４の付加条件記憶部１３１４
の発話意図１４０１と一致するため、重要語句付加対象であると判断される（ステップＳ
１６０４：ＹＥＳ）。
【０１５０】
　したがって、重要語句付加部１３０３は、ステップＳ１６０５からステップＳ１６０７
までの処理を実行し、重要語句の検索および付加処理を行う。
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【０１５１】
　このように、第２の実施の形態にかかるコミュニケーション支援装置では、発話意図を
解析し、予め定められた発話意図に対応する発話の場合のみ、重要語句の付加処理を実行
することができる。このため、効果的なタイミングで重要語句を確認することが可能とな
り、対話の流れを途切れさせることなく円滑なコミュニケーション支援が可能となる。
【０１５２】
　（第３の実施の形態）
　第３の実施の形態にかかるコミュニケーション支援装置は、発話中の照応表現の指示対
象である先行詞を特定し、先行詞の修飾語または被修飾語に重要語句が含まれる場合に、
発話中の照応表現に当該重要語句を含む修飾語または被修飾語を付加して出力するもので
ある。
【０１５３】
　図１８は、第３の実施の形態にかかるコミュニケーション支援装置１８００の構成を示
すブロック図である。同図に示すように、コミュニケーション支援装置１８００は、入力
受付部１０１と、重要語句抽出部１０２と、重要語句付加部１８０３と、翻訳部１０４と
、換言部１０５と、出力制御部１０６と、発話意図解析部１３０７と、照応解析部１８０
８と、重要語句規則記憶部１１１と、発話履歴記憶部１３１２と、換言情報記憶部１１３
と、付加条件記憶部１３１４とを備えている。
【０１５４】
　第２の実施の形態では、照応解析部１８０８を追加したこと、および重要語句付加部１
８０３の機能が第１の実施の形態と異なっている。その他の構成および機能は、第２の実
施の形態にかかるコミュニケーション支援装置１３００の構成を表すブロック図である図
１３と同様であるので、同一符号を付し、ここでの説明は省略する。
【０１５５】
　照応解析部１８０８は、発話履歴記憶部１３１２に記憶された過去の発話履歴を参照し
、原言語発話中に現れる代名詞などの表現が、過去の発話内に現れた名詞句などの表現と
同じ内容や対象を表すことを検出する照応解析処理を行うものである。検出した原言語発
話中に現れる代名詞などの発話中の他の対象を指し示す表現を照応表現という。また、照
応表現が指し示す指示対象を先行詞という。
【０１５６】
　例えば、照応解析部１８０８は、第１の発話として「こちらの服は、少し大きめのサイ
ズになっています。」が入力され、続いて第２の発話として「それを買います。」が入力
された場合、第２の発話における代名詞である照応表現「それ」に対応する先行詞を解析
し、第１の発話中の「服」であることを特定する。
【０１５７】
　なお、照応解析部１８０８により実行される照応解析処理は、キャッシュモデルや、中
心化理論に基づく文脈解析を利用し、代名詞の先行詞を推定する方法などの、従来から用
いられているあらゆる方法を適用することができる。
【０１５８】
　重要語句付加部１８０３は、照応解析部１８０８が入力された原言語文の照応表現と、
過去の発話中の対応する先行詞を検出した場合に、検出した先行詞の被修飾語または修飾
語に重要語句が含まれる場合、入力された原言語文の照応表現に先行詞の被修飾語または
修飾語を関連付けて出力するものである。
【０１５９】
　なお、照応表現および先行詞が検出されなかった場合の処理は、第２の実施の形態にか
かる重要語句付加部１３０３の処理と同様である。
【０１６０】
　次に、このように構成された第３の実施の形態にかかるコミュニケーション支援装置１
８００によるコミュニケーション支援処理について説明する。図１９は、第３の実施の形
態におけるコミュニケーション支援処理の全体の流れを示すフローチャートである。
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【０１６１】
　ステップＳ１９０１からステップＳ１９０６までの、入力受付処理、発話意図解析処理
、重要語句抽出処理、重要語句存在確認処理は、第２の実施の形態にかかるコミュニケー
ション支援装置１３００におけるステップＳ１６０１からステップＳ１６０６までと同様
の処理なので、その説明を省略する。
【０１６２】
　ステップＳ１９０６で１発話前のレコードＲに重要語句が存在すると判断された場合（
ステップＳ１９０６：ＹＥＳ）、照応解析部１８０８が、原言語文Ｓｉについて照応解析
を実行し、先行詞が含まれる発話のレコードＲａを発話履歴記憶部１３１２から取得する
（ステップＳ１９０７）。
【０１６３】
　次に、重要語句付加部１８０３は、レコードＲａが取得されたか否か、すなわち、照応
表現および対応する先行詞が検出されたか否かを判断する（ステップＳ１９０８）。レコ
ードＲａが取得された場合は（ステップＳ１９０８：ＹＥＳ）、重要語句付加部１８０３
は、レコードＲａに含まれる先行詞に重要語句が付随しているか否かを判断する（ステッ
プＳ１９０９）。
【０１６４】
　ここで、先行詞に重要語句が付随しているとは、先行詞の修飾語または被修飾語から重
要語句が抽出できることをいう。重要語句の抽出は、原言語文から重要語句を抽出すると
同様に、重要語句規則記憶部１１１を参照して、適合する抽出条件を検索することにより
行う。
【０１６５】
　ステップＳ１９０９で先行詞に重要語句が付随していると判断された場合は（ステップ
Ｓ１９０９：ＹＥＳ）、重要語句付加部１８０３は、付随する重要語句を原言語文Ｓｉ中
の照応表現に付随させた訳出対象文Ｓｔを出力する（ステップＳ１９１０）。
【０１６６】
　付随する重要語句とは、重要語句を含む修飾語または被修飾語をいう。また、付随する
重要語句を照応表現に付随させるとは、照応表現を修飾するように重要語句を含む修飾語
を付加すること、または、照応表現から修飾されるように重要語句を含む被修飾語を付加
することをいう。
【０１６７】
　ステップＳ１９１１からステップＳ１９１７までの、重要語句付加処理、翻訳処理、換
言処理、出力処理は、第２の実施の形態にかかるコミュニケーション支援装置１３００に
おけるステップＳ１６０７からステップＳ１６１３までと同様の処理なので、その説明を
省略する。
【０１６８】
　次に、第３の実施の形態におけるコミュニケーション支援処理の具体例について説明す
る。図２０は、コミュニケーション支援装置１８００が出力する出力文の一例を示す説明
図である。
【０１６９】
　以下では、日本語話者による発話であり、「もっと安い部屋はありませんか？」を意味
する図７の日本語７０１、および、英語話者により発話された英語７０２が既に入力され
、図８に示すレコードが発話履歴記憶部１３１２に保持されていることを前提とする。ま
た、重要語句規則記憶部１１１および換言情報記憶部１１３には、それぞれ図２および図
４に示す情報が記憶されていることを前提とする。
【０１７０】
　この状態で、日本語話者が、「I'll take it」を意味する日本語７０３（「それにしま
す。」）を発話したとする。この場合、入力受付部１０１が日本語７０３の入力を受付け
、原言語文Ｓｉとする。
【０１７１】
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　ここでは、入力受付部１０１が、入力された音声を正しく認識し、原言語文Ｓｉとして
出力したと仮定する（ステップＳ１９０１）。また、発話意図解析部１３０７により、発
話意図が「承諾」であると解析される（ステップＳ１９０２）。
【０１７２】
　次に、重要語句抽出処理が実行されるが（ステップＳ１９０３）、適合する抽出条件が
検索されないため（ステップＳ６０４：ＮＯ）、原言語文Ｓｉのみが発話履歴記憶部１３
１２に保存される（ステップＳ６０６）。
【０１７３】
　次に、発話意図の関係から重要語句付加対象か否かが判断される（ステップＳ１９０４
）。ここでは、１発話前の発話の発話意図が「回答」であり、入力された発話の発話意図
が「承諾」であるため、図１４に対応する発話意図の組合せが存在し、重要語句付加対象
であると判断される（ステップＳ１９０４：ＹＥＳ）。
【０１７４】
　次に、重要語句付加部１８０３は、発話履歴記憶部１３１２を参照し、原言語文Ｓｉの
１発話前のレコードとして、図８の発話内容８０２（「Well, we have a room for 15 do
llars a night. 」）に対応するレコードＲを取得する（ステップＳ１９０５）。取得し
たレコードＲは、重要語句を含むため（ステップＳ１９０６：ＹＥＳ）、照応解析部１８
０８により照応解析処理が実行される。この処理で、原言語文Ｓｉ（「それにします。」
）から、「it」を意味する日本語の照応表現（「それ」）が検出され、対応する先行詞と
して図８の発話内容８０２から「room」が取得される。すなわち、発話内容８０２に対応
するレコードがレコードＲａとして取得される（ステップＳ１９０７）。
【０１７５】
　レコードＲａが取得されたため（ステップＳ１９０８：ＹＥＳ）、重要語句付加部１８
０３は、レコードＲａに含まれる先行詞「room」に重要語句が付随しているか否かを判断
する（ステップＳ１９０９）。この場合、先行詞「room」には修飾語「for 15 dollars」
が付随しており、「15 dollars」は金額表現であるため重要語句である。したがって、先
行詞に重要語句が付随していると判断される（ステップＳ１９０９：ＹＥＳ）。
【０１７６】
　次に、重要語句付加部１８０３は、原言語文Ｓｉ中の照応表現に修飾語を付随させた訳
出対象文Ｓｔを出力する（ステップＳ１９１０）。この例では、「it」を意味する日本語
の照応表現（「それ」）の部分に、修飾語「for 15 dollars」を付随させた訳出対象文Ｓ
ｔ（「それ for 15 dollarsにします。」）が出力される。
【０１７７】
　次に、翻訳部１０４が訳出対象文Ｓｔを翻訳して目的言語文Ｔｏを出力する（ステップ
Ｓ１９１３）。
【０１７８】
　また、訳出対象文Ｓｔに重要語句が付加されているため（ステップＳ１９１４：ＹＥＳ
）、換言語句の検索処理が実行されるが（ステップＳ１９１５）、図４の換言情報記憶部
１１３には該当する重要語句が存在しないため（ステップＳ１９１５：ＮＯ）、出力制御
部１０６により目的言語文Ｔｏが音声合成して出力される（ステップＳ１９１７）。この
結果、原言語文Ｓｉ（「それにします。」）を翻訳し、重要語句が付加された英語の文と
して、図２０に示す出力文２００１（「I'll take it for 15 dollars.」）が出力される
。
【０１７９】
　以上のような処理により、英語話者が発話した「Well, I have a room for 50 dollars
 a night. 」が、「Well, I have a room for 15 dollars a night. 」と認識された例の
ように、重要な部分が誤認識された場合であっても、日本語話者の発話の訳出結果に重要
な部分の訳出結果（「15 dollars. 」）を付加して出力することができる。
【０１８０】
　このように、第３の実施の形態にかかるコミュニケーション支援装置では、発話中の照
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応表現の指示対象である先行詞を特定し、先行詞の修飾語または被修飾語に重要語句が含
まれる場合に、発話中の照応表現に当該重要語句を含む修飾語または被修飾語を付加して
出力することができる。このため、先行詞に重要語句が修飾語または被修飾語として付随
する場合に、当該先行詞に対応する照応表現に適切に重要語句を付加することができる。
【０１８１】
　第１～第３の実施の形態にかかるコミュニケーション支援装置は、ＣＰＵ（Central Pr
ocessing Unit）などの制御装置と、ＲＯＭ（Read Only Memory）やＲＡＭ（Random Acce
ss Memory）などの記憶装置と、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）、ＣＤ（Compact Disc）ドラ
イブ装置などの外部記憶装置と、ディスプレイ装置などの表示装置と、キーボードやマウ
スなどの入力装置を備えており、通常のコンピュータを利用したハードウェア構成となっ
ている。
【０１８２】
　なお、第１～第３の実施の形態にかかるコミュニケーション支援装置で実行されるコミ
ュニケーション支援プログラムは、ＲＯＭ（Read Only Memory）等に予め組み込まれて提
供される。
【０１８３】
　第１～第３の実施の形態にかかるコミュニケーション支援装置で実行されるコミュニケ
ーション支援プログラムは、インストール可能な形式又は実行可能な形式のファイルでＣ
Ｄ－ＲＯＭ（Compact Disk Read Only Memory）、フレキシブルディスク（ＦＤ）、ＣＤ
－Ｒ（Compact Disk Recordable）、ＤＶＤ（Digital Versatile Disk）等のコンピュー
タで読み取り可能な記録媒体に記録して提供するように構成してもよい。
【０１８４】
　さらに、第１～第３の実施の形態にかかるコミュニケーション支援装置で実行されるコ
ミュニケーション支援プログラムを、インターネット等のネットワークに接続されたコン
ピュータ上に格納し、ネットワーク経由でダウンロードさせることにより提供するように
構成しても良い。また、第１～第３の実施の形態にかかるコミュニケーション支援装置で
実行されるコミュニケーション支援プログラムをインターネット等のネットワーク経由で
提供または配布するように構成しても良い。
【０１８５】
　第１～第３の実施の形態にかかるコミュニケーション支援装置で実行されるコミュニケ
ーション支援プログラムは、上述した各部（入力受付部、重要語句抽出部、重要語句付加
部、翻訳部、換言部、出力制御部、発話意図解析部、照応解析部）を含むモジュール構成
となっており、実際のハードウェアとしてはＣＰＵ（Central Processing Unit）が上記
ＲＯＭからコミュニケーション支援プログラムを読み出して実行することにより上記各部
が主記憶装置上にロードされ、各部が主記憶装置上に生成されるようになっている。
【産業上の利用可能性】
【０１８６】
　以上のように、本発明にかかるコミュニケーション支援装置、コミュニケーション支援
方法およびコミュニケーション支援プログラムは、音声入力または文字入力した原言語文
を目的言語に翻訳して文字出力または音声出力する装置に適している。
【図面の簡単な説明】
【０１８７】
【図１】第１の実施の形態にかかるコミュニケーション支援装置の構成を示すブロック図
である。
【図２】重要語句規則記憶部に記憶された重要語句規則のデータ構造の一例を示す説明図
である。
【図３】発話履歴記憶部に記憶された発話履歴のデータ構造の一例を示す説明図である。
【図４】換言情報記憶部に記憶された換言情報のデータ構造の一例を示す説明図である。
【図５】第１の実施の形態におけるコミュニケーション支援処理の全体の流れを示すフロ
ーチャートである。
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【図６】第１の実施の形態における重要語句抽出処理の全体の流れを示すフローチャート
である。
【図７】相互に発話される文の一例を示した説明図である。
【図８】発話履歴記憶部に記憶される情報の一例を示す説明図である。
【図９】コミュニケーション支援装置が出力する出力文の一例を示す説明図である。
【図１０】相互に発話される文の一例を示した説明図である。
【図１１】発話履歴記憶部に記憶される情報の一例を示す説明図である。
【図１２】コミュニケーション支援装置が出力する出力文の一例を示す説明図である。
【図１３】第２の実施の形態にかかるコミュニケーション支援装置の構成を示すブロック
図である。
【図１４】付加条件記憶部に記憶された付加条件のデータ構造の一例を示す説明図である
。
【図１５】発話履歴記憶部に記憶された発話履歴のデータ構造の一例を示す説明図である
。
【図１６】第２の実施の形態におけるコミュニケーション支援処理の全体の流れを示すフ
ローチャートである。
【図１７】発話履歴記憶部に記憶される情報の一例を示す説明図である。
【図１８】第３の実施の形態にかかるコミュニケーション支援装置の構成を示すブロック
図である。
【図１９】第３の実施の形態におけるコミュニケーション支援処理の全体の流れを示すフ
ローチャートである。
【図２０】コミュニケーション支援装置が出力する出力文の一例を示す説明図である。
【符号の説明】
【０１８８】
　１００　コミュニケーション支援装置
　１０１　入力受付部
　１０２　重要語句抽出部
　１０３　重要語句付加部
　１０４　翻訳部
　１０５　換言部
　１０６　出力制御部
　１１１　重要語句規則記憶部
　１１２　発話履歴記憶部
　１１３　換言情報記憶部
　２０１　抽出条件
　２０２　重要語句付加方法
　２０３　抽出条件
　２０４　重要語句付加方法
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